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こ　こ僕が植えたんだ　　　　　　　　6月12日　広渡にて

広波小学校の6年生が、同校の進めている「ゆとり教諭」の－一貫として、実際に自分連の手で田植えをしました。今では、

鰻家も手で構えることはなく、みんな初めての経験に「こんな授業なら最高」とばかり、手や足か尼だらけにして出構えをた

のしみました。

（去龍昔）i∴∴∴英7　月　の税金＊
人　口　　15・348人（＋17）雪

雲∴駕浩二1浩　　固定資産税　（第2期）
世帯数　　　　4．267戸（＋31）

軽　　入　　97　　　転∴∴出　79
納　期　限　　7月26日（月）まで

出　生13　　死　亡14i

（）内は前月比　　－　　この社会　あ∴なたの税が　生きている



第293号　　　　　　　　　　　　　　塵⑰筋の彿（2）

∴∴ � � �� 

）＼ �懸）、 
∴「∴∵∴ 　　ノ ��� �∴ 

：∴ ∴∴ ��（簸i ���∴∴㌧∴ 

開開園西国回国綴 一、㌻掬（ � �杉 �∴ ∴∴ ∴∴ �（ノ金　一ノiへ ���∴証 

∴∴ ��∴∴：∴∵ i擾饗 �∴ ��ノノiiI主観 �「 

言≧」ミ �サ　イ　レ　ン信号 �説　　　　明 

第1信号 � � 
〇一休止　　　〇一休止 �を知らせる場合 

第2億号 � �褐合 
0－休止　　　0－休止 

第3億号 �0－休止　　　0－休止 � 
（＿居住する者が水 るもの 

第4信号 �〇一休止　　　〇一 � 

水害等による緊急、避難場所

∴「 ��広漠 蚤”毛 管渡 粟∴喰 波 会公 �虐 憎 �松 の �木〉旧 i ���東 �新 �遂 �「老 i ��車 上・ �∃浅 �情 ��虫 �掘 �� ����区 

蓉 芙 蓉 公 民 館 芙 蓉 公 民 館 �匡 i 峰 ���本 松 の 木 �守 ��停亘 ��車 �質’ Iii �良 ��和 車 �木 �町 �甚 �膚 則 �������名 第 1 

守 公 民 館 ��公 �町費 公jlii 民公 ��賀 川 公 �公 ��ー公 慢 �公 �町 公 民 �別 府 ノヽ ��賀 �千別 代府 丸公 公民 � ��l惹 ：松 i公 民 館 �島 津 公 民 館 

所罵倒 遠老l盛i 蓑繍 ��公 民 ���民 館 ����‖鴎 ���氏 ����公 ������避 � 
饉＿ 遠 賀 中 学 � � � �館民 i館 �� �錦 ��餉 �館 運 上l i �≡館 西 町 公 ：民 �肇 遠 賀 でi‘ iilJ �館 虫 儀 沌 公 �民 館 �民館 館 �����難膜 第 2 避所 

遠 賀 中 学 �遠老 誓金 時の �尾 崎 公 民 館！ �輔 
大 愚 の �町 公 展 �費 中 学 �費 中 子 �： I � �質 Ii 

【 ��t 　　i �� � ��家 � � � � �� � � � �� � �����難 

＜説明＞　第1避難は部分的災薯を想定した場合で近くの公共施設等に一時収容する。

第2避難は非瀞艇が発生し、，軸川、西Ii懐防動く、決壊等最悪の揖合。

（7月の行事）1日　青少年を非行からまもる全国強調月間（一31日）

今
年
も
棺
雨
の
時
期
を
迎
え
ま
し
た
が
、
あ
な
た
の
水
害
に
対
す
る
備
え
は

で
き
て
い
ま
す
か
。

梅
雨
は
、
曇
雨
や
集
中
腰
高
な
ど
に
よ
っ
て
地
盤
が
ゆ
る
み
、
が
け
崩
れ
や

地
す
べ
り
が
発
生
し
や
す
く
な
り
、
特
に
最
近
で
は
宅
地
の
需
要
増
な
ど
か

ら
、
危
険
な
か
け
の
近
く
や
山
株
を
開
発
し
た
造
成
地
に
家
を
建
て
る
こ
と
が

多
く
な
っ
た
た
め
に
、
人
家
へ
の
影
響
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

遠
賀
町
で
は
、
こ
の
梅
雨
時
期
の
水
雷
を
防
ぎ
、
ま
た
住
民
の
被
害
を
最
小

限
に
く
い
止
め
る
た
め
、
各
閣
僚
機
関
が
集
ま
っ
て
水
防
計
画
を
た
で
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
次
の
災
害
に
あ
っ
た
と
き
の
緊
急
避
難
場
所
や
、
非
常
事
態
時

の
サ
イ
レ
ン
信
号
は
、
あ
な
た
の
家
庭
で
も
〝
い
ざ
〟
と
い
う
と
き
に
備
え
て

話
し
合
っ
て
お
き
、
あ
わ
て
ず
行
動
し
ま
し
ょ
う
。
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被　用　者　年　金　測　度 �������� 

農 業 �私 立 学 校 教 職 員 共 済 姐 A �公 営 企 �地 方 �国 家 公 務 員 共 済 組 A �船 貝 保 険 �厚 生 年 金 保 険 �国 �年 金 の 強 顔 

漁 集 団 ��業 休 職 �公 務 貝 ����民 

体 験 貝 共 麗 人 ��貝 薫 済 組 ▲ �等 共 ����年 

清 組 合 ����金 

私 立 学 �全馬 �警地 �国 窓 公 務 貝 国 の �漁 船 や 船 舶 操 の 人 �民 間 の 秦 所 に 動 �ね棄i鳥 �約 年 と 農 協 や 漁 協 に 勤 め ��韻 勤社 め’ 謂 �東方 な公 ����よのピ薬 びヘス、、 
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て い る 人 �い る 人 �大電 ○亀 公 社 そ の 他 国 の �い公 る共 大田 1体 や 公 立 学 僕 �蘭 に 働 く 人 ��め て い る 人 �のの寝在 官事士ど 炭誇、の o新区言 様薫 くどの 人の人 を自“ ど由サ �な る 人 

稲
築迎　－，1919
町撞：地i鴫∴晴

久社IC　域30（
家　会　つ　公　分19

敬　い　民（時
貞　育　て　館2130
業　主」　の　時　分
先　蔀　　活
坐∴∴∴彊物請　朕

と　話画

（－31日）

客
霊
寮
を
蚤
争
洋
室
達
を
唇
黄
葉
霊
最
を
唇
争
許

舶
国
　
民
　
年
　
金
　
揃

替
菩
雲
量
貴
意
毛
も
ゼ
黄
碧
語
至
芸
善
意
豆
せ
せ
萱

暮

ら

し

を

守

る

国
民
年
金

今
回
は
公
的
年
金
制
度
の
あ
ら
ま
し

に
つ
い
て
み
て
み
ま
す
。

◎
年
金
の
制
度
は
公
に
営
ま
れ
ま

す
。
つ
ま
り
国
の
運
営
の
も
と
に
あ
り

ま
す
の
で
、
こ
れ
を
公
的
年
金
制
度
と

言
っ
て
い
ま
す
。

◎
公
的
年
金
制
度
は
、
八
つ
の
頭
類

が
あ
り
ま
す
。

◎
国
民
年
金
は
、
そ
の
う
ち
の
一
つ

の
制
度
で
す
。

◎
国
民
年
金
は
、
昭
和
3
6
年
4
月
に

発
足
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
す
べ

て
の
人
が
い
ず
れ
か
の
年
金
制
度
に
加

公
的
年
金
の
種
類

の

手

引

き

㈲

入
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た

の
で
、
こ
れ
を
国
民
管
年
金
と
言
っ
て

い
ま
す
。

◎
国
民
皆
年
金
で
す
か
ら
、
加
入
す

る
か
し
な
い
か
は
個
人
の
自
由
意
志
に

ま
か
さ
れ
ま
せ
ん
。
い
わ
ゆ
る
当
然
加

入
が
だ
て
ま
え
で
す
。

⑥
国
民
年
金
以
外
の
七
つ
の
制
度
は

職
渇
に
働
い
て
給
料
を
も
ら
っ
て
い

ろ
〝
給
与
所
得
者
〟
を
対
象
と
し
た
も

の
で
す
か
ら
、
別
名
被
用
者
年
金
制
度

と
一
括
し
て
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。

次
回
7
月
1
0
日
‥
り
広
報
の
「
こ
ち
ら

窓
口
暮
ら
し
の
中
の
行
政
枯
淡
」
で
も

国
民
年
金
の
細
腰
に
つ
い
て
み
て
ゆ
き

ます。

．
、
　
あ
ー
i
　
∴
み
／
“

次
の
方
か
ら
、
遠
賀
町
社
会
福
祉
協

議
会
に
ご
蕃
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

金
一
封

（
遠
賀
川
）
高
山
輝
彦
様

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

香
　
典
　
返
　
し

次
の
方
々
か
ら
、
遠
賀
町
社
会
柘
裾

協
議
会
に
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た。

心
か
ら
故
人
の
ご
冥
禍
を
お
祈
り
し

厚
く
お
礼
申
し
」
げ
ま
す
。

敬
二
材
質
雄
様

（
鬼
津
）
二
村
孝
彦
様

故
井
口
栄
一
様

（
鬼
溝
）
井
口
保
男
様

故
横
田
福
松
様

（
西
町
）
横
田
福
治
様

故
田
中
シ
ズ
様

（
遼
賀
川
）
田
中
　
勇
嫌

故
嶋
田
浅
太
郎
様

（
木
守
）
嶋
田
勝
国
横

赦
有
害
サ
ダ
子
様

（
中
央
）
有
害
撃
久
禄

故
岡
崎
典
子
様

（
遠
賀
川
）
岡
崎
紀
義
様

故
森
田
ス
ミ
様

へ
尾
鰭
）
森
田
正
一
楼

地
区
公
民
館
関
係
者
研
修
会
の
開
催

▽
主
　
催
∴
教
育
委
員
会

▽
H
∴
蒔
　
昭
和
卯
年
1
月
1
4
日
（
水
）

1
9
時
～
2
1
時

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館

▽
対
∴
象
∴
地
区
公
民
館
関
係
者

▽
内
∴
溶
　
峡
間
と
説
話

野
外
活
動
講
習
会
を
開
き
ま
す▽

朋
的
病
因

V
対

▽
〓

▽
主
∴
催

亨
趣
∴
吊

教
育
委
員
会
・
町
子
供
会

脊
成
会
連
紐
協
議
会

キ
ャ
ン
プ
に
必
要
な
基
礎

知
識
、
技
術
と
マ
ナ
ー
を
身

に
つ
け
ろ
と
共
に
、
夏
休
み

中
の
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
い
も

の
に
す
る
。

日
　
岡
和
新
年
7
月
n
H
（
日
）

9
時
5
0
分
～
1
6
時

鴎
∴
第
一
武
道
朗
・
役
場
械
広

場

象
　
地
区
手
張
会
・
育
成
会
関

係
者

種
。
9
時
5
0
分
～
1
0
時
受
付

0
1
0
時
～
1
6
時
離
義
・
テ
ン

ト
の
設
営
、
撤
収
・
飯
こ

う
炊
飯
・
レ
ク
り
′
エ
ー
シ

∋ン等

青
少
年
健
全
育
成
作
文
・
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

▽
内
　
容
　
o
家
庭
の
H

o
オ
ア
シ
ス
連
動

∇
弊
策
対
象
　
①
小
、
中
、
高
校
児
轟

生
徒

⑪
一
般
町
民

▽
審
　
査
　
教
育
委
員
会
に
審
査
委
員

会
を
設
け
る

▽
締
切
日
∴
昭
和
卵
生
8
月
日
日
ま
で

▽
活
　
用
　
。
優
秀
作
品
は
広
報
に
掲

鍼
　
。
小
中
学
校
、
町
文

化
祭
に
展
示
　
c
文
集
を

作
り
町
民
に
回
路
　
o
県

民
会
説
に
応
募
す
る

▽
提
出
先
及
び
聞
合
先

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

㊨

（

2

9

3

）

1

3

5

5

閏月締坂寄風食期夏日
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木虫遠鬼尾
生賀

守津IIi連騰

海　岸　愛　護　月　間　（一31日）

公
民
館
対
抗
軟
式
野
球
大
会

教
育
委
員
会
主
催
、
軟
式
野
球
連
盟

主
管
で
5
月
9
日
・
2
3
日
の
2
日
間
、

遠
中
・
広
漠
小
各
ク
ラ
ウ
ン
ト
で
1
7
チ

ー
ム
参
加
の
も
と
に
熱
戦
を
く
り
ひ
ろ

げ
ま
し
た
が
、
松
の
本
チ
ー
ム
が
見
積

優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
以
下
成
殻
は
次

の
と
お
り
で
す
。

今
や
少
年
非
行
は
戦
後
第
三
の
、
し

か
も
最
大
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
ま

す。
例
え
ば
、
昨
年
一
年
間
に
殺
人
・
暴

行
・
詐
欺
・
窃
盗
な
ど
の
罪
を
犯
し
た

主
要
刑
法
犯
少
年
は
、
二
十
四
万
二
千

七
百
二
十
九
人
を
数
え
、
こ
れ
ま
で
最

高
だ
っ
た
昭
和
3
9
年
の
十
九
万
五
千
二

百
六
十
九
人
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
一
日
当
た
り
六
百
六

十
五
人
も
の
少
年
が
主
要
刑
法
犯
で
検

挙
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
ま
た
、
最
近

陸
上
カ
ー
ニ
バ
ル

5
月
0
0
日
（
日
）
遠
賀
中
学
校
に
お

い
て
体
育
協
会
・
陸
上
競
技
協
会
主
催

教
育
委
員
会
後
援
で
第
2
回
陸
上
カ
ー

ニ
バ
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。

成
徴
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
走
距

離
は
M
m
で
す
）

▽
小
学
生
5
年
男
子

一
位
　
寺
田
　
誠
　
1
5
秒
5

▽
小
学
生
5
年
女
子

一
位
　
井
口
愛
子
　
1
6
秒
5

▽
小
学
生
6
年
男
子

一
位
　
花
田
恭
介
　
1
5
秒
0

▽
小
学
生
6
年
女
子

一
位
　
牧
　
珠
緒
　
1
5
秒
0

▽
中
学
生
1
年
男
子

一
位
　
池
田
智
借
　
1
2
秒
9

▽
中
学
生
1
年
女
子

一
位
∴
菅
野
逆
子
　
1
4
秒
9

▽
中
学
生
2
年
男
子

ヽ
1
．
．
，
．
I
l
．
●
〝
．
″
l
l
●
●
．
．
1
ヽ
．
・
．
．
・
）
i
●
．
．
・
1
．
′
●
．
●
．
．
′

の
少
年
非
行
の
特
徴
と
し
て
、
低
年
齢

層
の
少
年
に
よ
る
非
行
の
増
加
や
非
行

が
ご
く
普
通
の
家
魔
の
少
年
に
ま
で
広

が
っ
て
き
て
い
る
こ
と
も
見
過
ご
せ
ま

せ
ん
。
（
法
務
省
調
べ
）

7
月
は
　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
連

動
」
月
間
で
す
。
こ
れ
ら
次
代
を
担
う

少
年
た
ち
を
非
行
か
ら
守
り
、
更
生
の

手
助
け
を
す
る
こ
と
は
、
家
庭
・
学
校

・
職
現
は
も
と
よ
り
、
地
域
住
民
一
人

ひ
と
り
が
協
力
し
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
大
切
な
問
題
で
す
。
こ
う
し

－
位
　
福
永
真
二
　
1
2
秒
8

▽
中
学
生
2
年
女
子

一
種
　
白
石
郁
代
　
1
4
秒
2

▽
中
学
生
3
年
男
子

一
部
　
泉
原
兵
郎
　
1
2
秒
6

一
＞
中
学
生
3
年
女
子

一
位
　
中
村
美
由
超
　
1
3
秒
8

公
民
館
対
抗
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

教
育
藁
書
風
会
主
催
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

連
盟
主
管
で
5
月
2
3
日
に
勤
労
者
体
育

セ
ン
タ
ー
で
1
4
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
熱

戦
を
展
開
し
ま
し
た
が
鬼
溶
チ
ー
ム
が

見
事
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
以
下
成
緻

は
次
の
と
お
り
で
す
。

た
こ
と
か
ら
、
今
年
の
運
動
の
重
点
目

陳
は
、
「
地
域
活
動
の
推
進
に
よ
る
少
年

の
非
行
防
止
と
更
生
の
援
助
」
に
瞳
か

れ
ま
し
た
。
わ
た
し
た
ち
皆
で
カ
を
合

わ
せ
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
つ

ノ
＼
り
ま
し
ょ
う
。

更

生

保

護

募

金

協

力

の

お

願

い

犯
罪
者
の
予
防
と
更
生
を
目
的
と
す

る
啓
藁
運
営
資
金
と
し
て
「
更
生
保
護

専
業
援
助
募
金
」
へ
の
御
薗
カ
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

本
町
の
保
護
司
は
次
の
方
々
で
す
。

閏月護愛河口



第293号（5）僅⑬西の餅

小学生3、4、5年生のみなさん．／

カブスカウトって知ってる9

（一31日）

カ
ブ
　
ス
　
カ
　
ウ
　
ト
と
半
切
り

去
る
1
3
日
（
日
）
町
内
の
カ
ブ
ス
カ

ウ
ト
（
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
若
年
層
で

小
学
3
～
5
年
生
対
象
）
隊
員
1
2
名

と
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
及
び
父
兄
に
伴
な

わ
れ
資
料
館
を
訪
れ
た
。
奉
仕
活
動

や
、
歌
・
ゲ
ー
ム
・
工
作
・
キ
ャ
ン
プ

・
読
密
・
遊
び
な
ど
を
通
し
て
団
体
坐

活
と
人
間
形
成
を
学
び
と
ろ
う
と
す

る
彼
等
隊
員
諸
君
の
眼
は
一
き
わ
輝
い

て
い
た
。
見
学
す
る
前
に
、
本
町
の
地

鎗
・
刑
の
成
り
立
ち
、
昔
の
学
校
な
ど

の
説
明
を
問
い
た
の
ち
、
冷
房
の
な
い

資
料
館
の
ム
ン
ム
ン
し
た
熱
気
の
中
に

も
元
気
い
っ
ぱ
い
の
隊
員
諸
君
は
、
〝

見
よ
う
〟
∴
〝
聞
こ
う
〟
と
い
う
意
欲
満

々
で
あ
っ
た
。

館
内
を
み
て
回
る
う
ち
、
質
問
は
次

々
と
出
て
き
た
。
以
下
質
問
形
式
で
綴

っ
て
み
よ
う
。

A
君
「
こ
れ
大
き
な
〟
た
ら
い
〟
や
ナ
ァ

こ
れ
や
っ
ぱ
り
腹
と
言
う
で
す
か
」

答
　
そ
う
で
す
。
で
も
特
に
半
切
り
と

言
い
ま
す
。
こ
の
附
近
で
は
主
と
し

て
、
正
月
用
の
節
米
を
浸
す
、
蒸
し

豆
を
入
れ
て
足
で
踏
み
味
噌
を
作
る

麹
を
ね
せ
る
。
あ
る
い
は
舟
の
代
用

に
使
う
。
こ
れ
は
山
つ
き
の
区
に
は

〝
つ
つ
み
〟
と
い
っ
て
大
き
な
用
水

池
に
で
き
ろ
菱
の
実
と
り
に
、
こ
の

半
切
り
を
使
っ
た
も
の
で
す
。

現
に
、
佐
賀
平
野
の
ク
リ
ー
ク
で

半
切
り
に
の
っ
て
婆
の
実
を
取
っ
て

〝
老
良
名
物
、
赤
い
ま
ま
（
C

は
ん
の
こ
と
）
喰
べ
る
。
士
千

切
る
れ
ば
共
感
川
底
尻
洗
う
、

半
切
り
た
ら
い
に
乗
り
廻
る
〝

こ
の
よ
う
に
大
水
の
と
き
は
ボ

ー
ト
代
り
に
も
使
え
、
そ
の
他

い
ろ
い
ろ
の
入
れ
も
の
と
し
て

も
利
用
さ
れ
る
便
利
な
も
の
で

す。
東
署
の
声
「
ぼ
く
、
ボ
ー
ト
代
り

に
乗
っ
て
み
た
い
ナ
ァ
」

筆
者
　
昔
は
大
水
の
時
に
の
っ
た

が
、
今
で
は
遠
賀
川
や
西
川
も

堀
削
さ
れ
堤
防
も
高
く
広
く
な

っ
た
の
で
土
手
が
切
れ
て
ポ
ー

ト
代
り
に
半
切
り
を
使
う
よ
う

い
ろ
情
景
は
テ
レ
ビ
な
ど
に

も
、
よ
く
見
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
ね
。

ま
た
昔
は
遠
賀
川
や
西
川

な
ど
、
川
の
周
辺
の
農
家
は

い
つ
も
水
と
の
戦
い
で
し
た

す
こ
し
雨
が
多
く
降
ろ
と

川
が
氾
濫
し
て
堤
防
が
切
れ

る
と
遠
賀
平
野
は
一
大
湖
沼

と
化
す
ろ
こ
と
も
多
く
、
次

の
よ
う
な
唄
も
残
っ
て
お
り

ます。

な
こ
と
は
ま
ず
な
い
か
ら
安
心
な
さ

い。
B
君
「
赤
い
と
は
ん
と
習
う
の
は
小
豆

ご
ほ
ん
の
こ
と
で
す
か
」

答
　
そ
う
考
え
る
で
し
ょ
う
ね
。
で
も

え
、
赤
い
マ
マ
は
大
官
米
の
飯
の
こ

と
で
す
。
赤
米
と
も
い
い
ま
す
。

天
暦
米
は
水
に
強
い
と
い
わ
れ
、

遠
賀
川
の
中
の
牧
草
地
と
な
っ
て
い

る
よ
う
な
所
（
浮
洲
）
で
よ
く
作
ら

れ
た
も
の
で
す
。

前
指
の
唄
は
老
良
名
物
と
あ
る

が
、
決
し
て
老
良
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
遠
賀
川
の
両
側
、
い
や
全
国

各
所
の
河
川
敷
で
は
天
暦
米
が
多
く

作
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
隊
員
諸
君
の
質
問
は
多

く
、
出
土
品
の
前
に
く
る
と
古
代
の
話

に
花
が
さ
く
。

隊
員
た
ち
は
、
古
代
人
の
作
っ
た
土

器
を
作
っ
て
み
よ
う
と
憲
欲
を
灘
ざ
ら

せ
て
帰
っ
て
い
っ
た
。

次
代
を
担
う
こ
の
少
年
た
ち
に
健
か

に
成
長
し
て
下
さ
い
よ
と
、
筆
者
は
、

ひ
と
り
見
送
り
な
が
ら
、
こ
う
願
わ
ず

に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

前
号
の
な
ぞ
か
け
の
答

1
、
天
井
　
2
、
風
呂
の
ふ
た

的
∴
趨

1
、
百
軒
長
屋
に
議
一
つ
ナ
1
二

2
、
ま
い
て
も
ま
い
て
も
生
え
な
い
も

の
ナ
ー
ニ

（
吉
野
千
年
）

カ
ブ
ス
カ
ウ
ト
の

カ
ブ
と
は
、
け
も
の

の
子
ど
も
の
こ
と
－

い
つ
も
元
気
1

0
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト
の

や
く
そ
く

ぼ
く
は

ま
じ
め
に
　
し
っ

か
り
や
り
ま
す

カ
ブ
隊
の
さ
だ
め

を
∴
守
り
ま
す

○
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト
の

さ
だ
め

1
、
す
な
お
で
あ
り

ま
す

2
、
自
分
の
こ
と
を
自
分
で
し
ま
す

3
、
五
に
助
け
あ
い
ま
す

4
、
幼
い
も
の
を
い
た
わ
り
ま
す

5
、
す
す
ん
で
よ
い
こ
と
を
し
ま
す

モ
ッ
ト
ー
　
　
い
つ
も
元
気

カ
ブ
ス
カ
ウ
ト
の
作
文
か
ら

「
春
や
秋
に
は
ピ
ク
ニ
ッ
ク

夏
に
は
キ
ャ
ン
プ
が
あ
る
ん
だ
よ

野
原
に
　
海
に
　
み
ず
う
み
に

山
に
も
た
く
さ
ん
行
く
ん
だ
よ

日
よ
う
日
に
は
集
会
が
あ
り

い
ろ
ん
な
こ
と
な
ら
っ
た
り

と
っ
て
も
と
っ
て
も
楽
し
い
ん
だ

集
会
に
行
く
の
か
う
れ
し
く
て

日
よ
う
臼
が
く
る
の
が
待
遠
し
い

カ
ブ
っ
て
と
っ
て
も
す
て
き
だ
な

▽
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト
に
つ
い
て
の
問
合

せ
　
今
橋
書
店
　
＄
（
3
）
0
0
3
8

動連合＋
ノ助溶血の要目
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省エネルギーの日

昭
和
町
年
度
　
心
身
障
害
児
巡
回
相
談

心
身
障
害
児
に
係
る
就
学
指
導
を
適

正
か
つ
円
滑
に
推
進
す
る
た
め
に
、
保

謹
者
を
対
象
と
し
て
教
育
相
談
を
行

い
、
適
正
就
学
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を

趣
旨
と
し
て
い
ま
す
。

▽
主
　
催
　
福
岡
県
教
育
委
員
会

▽
実
施
日
　
昭
和
卯
年
1
月
お
目

相
談
を
受
け
ら
れ
た
い
保
護
者
は
、

6
月
2
8
日
（
月
）
ま
で
に
申
込
み
下
さ

▽
申
込
先
　
町
教
育
委
貝
会
学
務
課

申
込
書
は
学
務
潔
に
あ
り
ま
す
。

枯
淡
場
所
及
び
相
談
時
間
に
つ
い
て

は
後
日
申
込
者
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す。
当
日
の
相
談
員
は
教
育
、
医
療
、
福

祉
の
専
門
家
が
個
別
に
心
身
障
害
児
の

保
護
者
か
ら
相
談
に
応
じ
、
適
切
な
指

導
を
さ
れ
ま
す
。

も

う

一

度

　

考

え

て

み

よ

う

㈲

「
老
人
の
主
張
」
原
稿
を
募
集
し
ま
す

▽
趣
　
旨
　
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

創
立
2
0
周
年
を
迎
え
、
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
や
生

活
体
験
を
通
し
て
培
っ
た
意
見
、
主

鼓
を
募
り
、
こ
の
発
表
に
よ
り
老
人

の
生
き
が
い
を
甫
め
、
併
せ
て
老
人

福
祉
思
想
の
荷
場
を
は
か
ろ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

▽
主
　
催
　
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

▽
募
集
課
題
（
こ
の
中
か
ら
一
つ
選
択
）

第
1
回
社
協
会
長
杯
ゲ

5
月
2
6
日
、
観
ノ
膚
公
園
（
旧
停
）

及
び
広
漠
神
社
に
お
い
て
、
第
1
回
社

協
会
瑳
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
各
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら

2
0
チ
ー
ム
が
参
加
さ
れ
熱
戦
が
く
り
ひ

ろ
け
ら
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
優
　
勝
　
　
西
町

○
準
優
勝
　
　
広
漠
A

O
二
　
位
∴
∴
松
の
木
A
　
老
良
B

0
0
私
と
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

の
地
域
社
会
と
私
達
の
役
割

㈲
老
人
の
健
康
づ
く
り
と
病
に
か
か

ら
ぬ
連
動

の
私
の
生
き
が
い

▽
募
集
方
法
　
主
張
の
内
容
は
、
千
八

百
字
か
ら
二
千
字
ま
で
と
す
る
。

▽
原
稿
提
出
先
及
び
間
合
先

役
場
福
祉
係

▽
締
切
日
　
昭
和
卯
年
1
月
1
6
ロ

ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

種
ん
∴
げ
っ
0
1
　
　
　
　
●
　
・
・
　
　
た
い
．
曾
つ

先
月
号
で
「
い
の
ろ
を
大
切
に
す

る
。
」
と
い
う
こ
と
は
「
自
分
を
大
事
に

す
る
。
」
と
同
時
に
「
ひ
と
を
愛
す
る
。
」

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
、

ど
～
b
I
t
－
い
く
　
け
ん
て
人

間
利
剣
詞
倒
鳳
凰
で
あ
る
こ
と
を
申
し

こ
こ
で
、
わ
た
く
し
議
は
、
「
剛
静

間
魁
と
は
、
ど
ん
な
こ
と
な
の
か
。
」
と

い
う
わ
か
り
き
っ
た
よ
う
な
問
題
に
つ

と
∴
∴
y
i
：
わ
ー
い
さ
く
し
ん
S
か
い

い
て
、
も
う
一
度
、
同
和
対
策
審
議
会

答
申
を
も
と
に
し
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

を
し
め
ろ
農
民
の
不
満
を
そ
ら
し
、
反

こ
，
　
あ
き
　
　
　
　
　
ふ
ん
L
P
－
　
た
が
い
∴
∴
∴
ぽ
ん
l
く

抗
を
抑
え
て
、
民
衆
を
互
い
に
反
目
し

そ
缶
ニ
ー
∴
∴
∴
∴
農
高
o

あ
い
、
分
裂
さ
せ
、
対
立
さ
せ
る
こ
と

が
そ
の
ね
ら
い
た
っ
た
の
で
す
。

こ
の
一
粒
の
パ
ぴ
と
は
、
一
艇
の
点

り
I
y
い
て
l
 
O
い
か
つ

た
ら
よ
り
も
、
経
済
的
な
生
酒
の
う
え

し
●
か
い
て
i
●
∴
∴
具
÷
字

で
も
、
社
会
的
な
身
分
の
う
え
で
も
、

要
人
か
て
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
く
　
じ
t
－
さ
い

文
化
的
に
も
、
き
わ
め
て
低
い
状
態
に

お
か
れ
た
の
で
す
。

a
k
－
∴
げ
っ
は
ん
0
人

そ
し
て
、
同
じ
日
本
人
で
あ
り
な
か

り
ん
∴
∴
∴
∴
き
∴
べ
つ
　
　
し
0
－
ら
8
－
で
ゝ

ら
あ
ら
ゆ
る
面
で
の
差
別
を
集
中
的
に

∪
ん
は
人
て
l
∴
∴
し
み
を
T
t
X
∵
り
∴
∴
b
 
n

な
ど
の
根
本
的
な
市
民
的
権
利
と
自
由

が
、
い
ま
だ
に
保
障
さ
れ
て
い
な
い
と

い
う
、
も
っ
と
も
深
刻
で
・
し
か
も
購

う
た
い
∴
l
人
た
い
∴
∴
ピ
ー
｛
∵
6
本
だ

大
な
同
相
を
同
和
同
報
と
い
い
ま
す
。

－　　0－－－0　　－

ノ
ミ
ノ
わ
ー
い
8
く
し
ん
二
が
ー
か
い
と
l
し
ん

同
和
対
策
審
議
会
答
申
で
は
、
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ

「
い
わ
ゆ
る
剛
か
剛
球
と
は
、
醒
拭

批
盆
の
感
知
跳
鵜
殿
の
勧
請
に
お
い

け
い
す
い
　
　
　
　
　
　
も
義
人
か
い
き
，
こ
，
∈
i
 
e
と

て
形
成
さ
れ
た
身
分
階
層
構
造
に
塞

き
∴
ぺ
つ
　
　
　
　
　
　
　
は
つ
は
ん
こ
く
み
ん

つ
く
差
別
化
よ
り
、
日
本
国
民
の
一

新
の
雛
蛾
評
、
鰍
灘
朗
．
難
読
．

乳
訓
告
た
懸
饗
藤
懸

ぷ
ん
か
て
●
　
て
い
い
∴
∴
－
ウ
よ
’
た
い

文
化
的
に
低
位
の
状
態
に
お

け
ん
た
い
レ
e
h
い

か
れ
、
現
代
社
会
に
お
い
て

も

、

な

お

い

ち

じ

る

し

く

は

つ

は

ん

∴

∴

ハ

エ

〟

∴

－

ヽ

L

 

o

か

日
本
の
長
い
歴
史
の
あ
ゆ
み
の
中
で
、

日
本
国
民
の
一
都
の
人
び
と
は
、
当
時

は

つ

は

ん

　

　

し

ー

は

い

L

e

 

o

ぷ

ん

　

　

み

の
日
本
の
支
配
者
た
ち
が
、
自
分
の
身

命
ん
が
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
A
b
よ
く
　
ざ
∴
∴
ま
0

を
安
全
な
も
の
に
し
て
権
力
の
座
を
守

り
、
そ
れ
を
子
孫
に
伝
え
ろ
た
め
に
つ

く
り
出
し
た
身
分
制
虞
に
よ
っ
て
、
人

り
ん
い
　
か
∴
∴
寄
手
か
つ
　
●
よ
1
0
い

間
以
下
の
生
活
を
強
制
さ
れ
て
き
た
の

です。

心
事
▲
き
い
ヅ
）
　
∴
∴
∴
や
　
し
8
7
ち
か
，

つ
ま
り
、
身
分
制
度
は
、
民
衆
の
カ

の
恐
ろ
し
さ
を
十
分
知
り
つ
く
し
て
い

け
ん
b
よ
く
L
e
∴
∴
∴
ノ
ミ
′
じ
∴
∴
∴
こ
く
み
ん
∴
∴
年
い
た
す
う

る
権
力
者
が
、
当
時
の
国
民
の
大
多
数

受
け
て
き
ま
し
た
。

九
人
L
p
レ
p
 
r
 
t
　
　
を
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ん

民
主
主
義
の
世
の
中
と
い
わ
れ
ろ
現

だ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ん
は
1
　
－
1
し
ふ
，

代
に
お
い
て
も
、
憲
法
に
保
障
さ
れ
て

i
∴
撮
ん
で
●
じ
ん
け
ん
　
　
し
ん
が
い

い
る
基
本
的
人
橋
が
侵
害
さ
れ
、
と
く

l
人
だ
い
L
e
か
い
∴
∴
け
ん
h

に
近
付
社
会
の
鳳
政
と
し
て
誰
に
で
も

保
障
さ
れ
て
い
る
は
ず
の

し
よ
く
き
よ
～
鴨
方
だ
く
　
　
じ
∴
p
t

・
職
某
選
択
の
自
由

ら
ふ
じ
0
3
∴
∴
∴
∴
∴
‥
て
ん
∴
∴
じ
h
T

・
居
住
お
よ
び
移
転
の
自
由

り
っ
三
人
∴
∴
じ
n
i

・
結
婚
の
自
由

き

よ

ー

い

く

　

l

か

い

8

人

と

う

・
教
育
の
機
会
均
奪

、
3
臓
人
て
き
じ
ん
け
ん
　
　
し
ん
が
い

巻
本
的
人
権
を
侵
害
さ
れ
、
と
く
に

寄

越

人

い

L

o

b

．

い

　

　

I

l

ん

b

 

c

i

こ

び

と

近
代
社
会
の
原
理
と
し
て
何
人
に
も

は
し
ふ
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
な
ん
て
b
り
ん
，
リ
∴
∴
－

保
障
さ
れ
て
い
る
市
民
的
権
利
と
白

け
，
∴
∴
小
人
甘
ん
∴
∴
は
し
ょ

由
を
完
全
に
保
障
さ
れ
て
い
な
い
と

し
ん
J
く
　
　
　
　
　
じ
0
3
だ
い

い
う
、
も
っ
と
も
深
刻
に
し
て
重
大

し
や
が
い
l
ん
だ
い

な
社
会
問
題
で
あ
る
。
」

か
つ
　
　
は
ち
ぎ
▲
　
　
つ
づ塞

印7）
（間通宝安国全日



第293号（7）公田西めが

7月分し尿くみ取り予定表

大型車くみ取り地区　　l　　小型車くみ取り地区

西町、木守　　　　　　　　i　虫生津、上別府（花園）

÷割警護含む，由一一一一＿＿－－－　　　　－膏竺二鳥斗＿
5（月）l月2回くみ取り　　　　（月2回くみ取り

言‾荻J I別府、木守、老良

旧停（旧3号線北側）鬼津、若松

旧停（旧3号線南側）

遠賀Iii

15（木）i遠賀川　　　　　　　　　鬼津

16（金）I　遠賀Iii、新町　　　　　　　　　別府、上別府（商家）

17（DI新町　　　　　　　　千代丸、鬼津（小鳥掛）

19（月）i新町

訂あ1月言古く元玩　　　1月2回くみ取り

を「諒）丁新町、広漠（中卒田）

謁一業撃叢書競
24（土⊃i　別府

6（月日　尾崎、今古賀

27（火中尾崎

上別府、本吉：宗素意‾童毒亮i‾鬼津、松の本、若松、道筒

（木月　上別府、忠生津、浅木　　　i　老良．！

30（金）！浅木　　　　　　l今古賀、島津

i（主）‾高木　　　　　　　i浅木、鬼津（小鳥掛）、尾崎（鎮喰）

の　　日17　日　　　　勤　　労　　青　　少　　年

鯨
鰹
纏
脚
蛙
の
網
目
謬

7
月
分
ゴ
ミ
収
集
予
定
表

◎
期
　
日

∇
時
　
間

▽
場
　
所

▽
対
象
者

▽
持
参
品

▽
内
　
容

▽
料
　
金

7
月
1
3
日
（
火
）

9
時
約
分
か
ら
1
0
時
0
0
分

の
閻
に
お
い
で
下
さ
い
。

役
場
保
健
室

生
後
7
～
1
2
カ
月
児

母
子
手
帳

体
重
、
身
長
等
の
測
定

離
乳
食
等
の
相
談

無
料

▽
糊
　
口
　
7
月
2
日
（
金
）

▽
場
所
及
び
時
間

。
老
人
憩
の
家

9
時
5
0
分
－
Ⅱ
時
5
0
分

o
尾
崎
公
民
館

1
3
時
～
1
5
時

▽
対
象
者
　
6
5
歳
以
上
の
人

▽
検
診
内
蓉
。
検
尿
　
o
血
圧
測
定

o
問
診
　
o
血
色
素
検
査

▽
料
　
金
　
無
料

大
　
型
　
家
庭
　
ゴ
　
ミ

鹿
児
島
本
線
か
ら
北
側
地
区

鹿
児
き
本
線
か
ら
南
側
地
区

テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
家
具
、
建
具
、
ふ
と
ん

ペ
ッ
ト
、
机
、
い
す
、
自
転
車
等

7
　
月
　
日
　
日
　
（
水
）

1
　
月
　
2
8
　
日
　
（
水
）

＝
i
＝
十
日
目
日
記
許
諾
押
詰
器
和

「
i
引
I
i
J
i
i
引
「
目
口
中
計
－
坤
日
計
中

無
縁
墳
墓
の
改
葬

◎
所
在
地

▽
屈
出
先

▽
届
出
期
限

北
九
州
前
門
両
区
大
字
畑

1
0
1
9
番
地

北
九
州
市
小
倉
北
区
大
手

町
1
番
1
号
　
北
九
州
市

土
地
開
発
公
社

澄
（
5
8
2
）
3
1
6
1

昭
和
前
年
8
月
1
6
日

撥
需
轟

あ
な
た
の
心
の

贈
　
り
　
も
　
の

▽
実
　
施
　
日
　
　
1
月
1
日
（
木
）

▽
時
間
と
場
所
　
　
0
1
0
時
～
1
2
時
　
浅
木
公
民
館

0
1
3
時
5
0
分
～
1
5
時
0
0
分
　
役
場
前

－
　
献
血
は
、
私
に
で
き
る
プ
レ
ゼ
ン
ト

人
を
助
け
、
自
分
を
助
け
る
た
め
に
ー
ー

一

一

－

　

　

一

一

両一
口
か



第293号　　　　　　　　　　　　　鋼鍔の即（8）

カルシウムを

蓄えるには

骨や歯をつく　カリレンウムは、あた

したちの体I：欠くことのできなl・栄養

素です。
最近、カルシウムへの関心が高まっ

ていますが、その理由としては、噺

やむし歯が多く発生していることが挙

げられます。

カルシウムが、特に純度姐や成長期
の子供Iこ必要なのは言うさでもありま

せん。しかし、人の体Iこカルシウムの

必異なことは、大人‘子供も変わりあ

りません。iLで高齢化が進んでいる

親缶老年期の健康を守るため（こも、
若いうちからカルシウムを十分摂取す
るよう・じ掛けた葛、ものです。

カルシウムには骨や歯をつくるはか

にも、血液を経国させたり、袖鐘の輿

香を抑える働きがあります。これは血

液中に熔けているカルシウム（こよるも

のです。このカルシウムが消貫される

と、ホルモンの働きで骨の中のカルシ

ウム分から補う仕組みがあります。で

すから、骨のカルシウムはいつも十分

Iこ蓄えておか‡＝〉ればなりません。

カルシウムをたくさんとり入れるた

めにIら　カルシウムに富んだ吸収のよ

い食品、例えば牛乳や乳製品などを

食べるよう（こします。また同時（こ、カ
ルシウムの吸収を助ける良質のタンパ

ク質やビタミンD（レバーなど）をとっ

たり、直射日光を浴びで紫外線（こ当た
るのも、カルシウムの補給（：効果がめ

ります。

反対に、インスタントラーメンなど

の加工食品を食べすぎたり、糖分をと

りすぎると体内のカルシウムのバラン

スが崩れる恐れがありますから、注意

しよしょう。

広波動79番地
ゆ∴ふ∴こ

古場祐美子ちゃん

（峰修子さんの欄）

昭和粥軍12月12日生

待望の女の子「ユミちゃ
んo」女の子とは思えない

元気な子で、大きくなって
お兄ちゃんとけんかばかり

しそうな感じ。かわいい女
の子と思われるようになっ

てほしい。

上別府926番地の10

井戸つばさちゃん

（糞和幸さんの轍）
昭和粥年10月13日生

誕は左右の二枚が相助け
ると解し名付けだが、一向
にその気配なく、母の茶碗

を割り父のパンツを喰いち

ぎり縦横無尽。そういえば
甜Cは自由奔放に元気なさ
まという愚昧もあったなあ

20　日　　海　の　記　念　日　　海　の　旬　間　（－30日）

が
発
生
し
た
り
、
細
菌
が
う
ご
め
き
始

め
ま
す
。
梅
雨
の
残
る
1
月
初
旬
は
食

中
誌
の
起
こ
り
や
す
い
シ
ー
ズ
ン
で
す

吐
き
気
や
腹
痛
、
下
剤
は
、
ま
ず
食

中
毒
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
ん
な
と
き

詰
腹
を
早
く
体
内
か
ら
出
す
た
め
、

脂
を
ノ
ド
の
奥
ま
で
入
れ
て
、
胃
の
中

の
も
の
を
吐
か
せ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

そ
の
前
に
ぬ
る
ま
湯
か
、
食
塩
水
を
、

た
く
さ
ん
飲
ま
せ
る
と
効
果
的
で
す
。

そ
の
後
、
毛
布
な
ど
で
体
を
暖
め
ま

し
ょ
う
。

＜
食
後
数
時
間
だ
っ
た
と
き
∨

こ
う
な
る
と
、
食
べ
物
は
腸
の
巾
に

入
っ
て
し
ま
い
、
吐
か
せ
る
の
は
無
理

です。こ
の
場
合
は
、
下
剤
を
大
繁
の
水
と

一
緒
に
飲
ん
で
、
腸
の
中
の
も
の
を
、

早
く
体
内
か
ら
出
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ

ー
つ
○

国
食
中
毒
の
応
急
手
当

ジ
メ
ジ
メ
と
　
お
医
者
さ
ん
が
く
る
ま
で
家
庭
で
の
応

し
た
お
天
気
が
∴
急
手
当
の
方
法
は
次
の
通
り
で
す
。

続
く
と
、
カ
ビ
　
＜
食
後
ま
も
な
い
と
き
∨

＜
吐
き
気
が
激
し
い
と
き
＞

田
の
部
分
を
氷
の
う
で
冷
や
す
と
落

ち
つ
き
ま
す
。
逆
に
腰
細
が
ひ
ど
い
と

き
は
暖
め
て
く
だ
さ
い
。

∧
キ
ノ
コ
、
魚
介
類
の
中
毒
＞

キ
ノ
コ
の
場
合
は
、
食
後
数
時
間
た

っ
て
か
ら
発
病
し
、
魚
介
類
は
じ
ん
ま

疹
が
で
ろ
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
お
か
し
い
と
思
っ
た

ら
、
塩
水
や
垂
酉
水
を
飲
ま
せ
て
吐
か

せ
る
努
力
を
繰
り
返
す
か
、
浣
腸
し
て

体
内
の
誌
陸
を
早
く
出
す
よ
う
に
す
る

こ
と
が
第
一
で
す
。

な
お
、
下
痢
が
続
く
と
体
が
脱
水
状

態
に
な
り
ま
す
。
症
状
が
落
ち
着
い
た

、
ち
、
番
茶
、
果
汁
類
で
水
分
を
補
う
こ

と
が
必
要
で
す
。

8
月
3
日
～
9
円
は
食
品
衛
星
週
間

です。そ
こ
で
、
1
月
2
5
日
号
で
は
「
食
中

毒
の
防
止
」
を
掲
絨
し
ま
す
。
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の∴一一 � ��＿＿湘軍　と÷i曲別断続蛸壷 � 

う �回 � � � �� � 纂 ‘＝言へ1 �ヽ“● �一　　　　　∴∴∴∴∴∴∴∴ � 

：∴∴「．∴∴∴∴　∴　∴ 

町内の主な施設の電話番号

遠　賀　町　役　場【麹ニーl王室上
達蟄町中央公民輿【＿塾塑二二上＿宣＿呈上

公民垣別＿壁＿＿I槌293－12＿＿L窒

諾藍計器二器：
遠　　賀

還∴費　郡　消　防　本　邸」一越二！＿呈旦1

萎質問萱誓葬窒」馨塁

董賀請書霊」慧≡謹
選∴増　車　写　段　幅禿る二0す43
高∴亘　小　学∴穫＿i毎垂三0二両4
瞭∴∴渡　小　学　校l舘293－3711

遼」＿壁塑二旦＿旦旦ゼ

誓三一三一韮由一蕃三豊一言
南　都∴保　育　園i舘後生二五五五6
遠　賀　川　保　育　園　く舘約3－0＿1＿84

＿］重賞郡捜脇遠賀本所i節約3－0014
遠　賀　町　蘭＿工　会l衝293－0165

－誓壁誓一書平喜－】藷
舘293－0042

局名島画憲 �7月1日以降 
中糾局革帯や局番 

遠賀川！脚32年　3 �093 �293 

海老澤∴0932坤　3 　　　1 �093 �282 283 

芦　屋“093　駕 �093 �‾‾2豆2 223 

24 �093 �244 

申　　開　く　093　　　25 ��245 
26 �093 �主謀 1436 

苅　田『93　篇 

（例）。遠賀町内から北九州市小倉北区

役所に屯話をかける時。

（561）4131でつながります。

だから、今までのように、093を印す

必要はありません。
。遠賀町内から遠賀町役劾こ地謡をか

ける時。（293）1234でつながります。

だから、今までの3に29をたしfこ293

を固さなけれはつながりません。

21日　　自　然　に　親　し　む　運　動　（　一　8　月20日）

す
。
身
体
を
洗
う
水
や
設
備
に
乏

し
い
ア
ジ
ア
、
南
米
、
ア
フ
リ
カ

で
は
著
し
く
多
い
。
日
本
で
も
シ

ャ
ワ
ー
や
風
呂
の
な
い
家
庭
に
は

ガ
ン
が
多
く
発
見
さ
れ
て
い
ま

す。
㈲
初
体
験
の
年
齢
の
若
い
人
竃
、
配

偶
者
の
数
の
多
い
人
種
、
性
生
活

の
烈
し
い
人
種
多
く
、
売
春
婦
に

子
宮
の
他
種
は
、
右
の
図
の
こ
と
く

膀
胱
や
喧
暖
に
は
さ
ま
れ
た
と
こ
ろ
に

あ
り
ま
す
の
で
、
子
宮
が
ガ
ン
に
侵
さ

れ
る
と
、
膀
胱
、
直
腸
、
ま
た
ひ
ど
く

な
る
と
骨
盤
を
越
え
て
広
が
り
ま
す
。

一
、
子
宮
ガ
ン
を
予
断
す
る
に
は
結
局

子
宮
ロ
に
傷
を
作
ら
な
い
こ
と
で

すか。
は
い
、
全
く
そ
の
通
り
で
す
。

二
、
そ
の
予
防
の
方
法
を
分
か
り
や
す

く
説
硯
し
て
下
さ
い
。

で
は
、
そ
の
前
に
統
計
上
は
っ
き

り
し
て
い
る
事
実
を
も
と
に
し
て

申
し
ま
す
と
。

㈲
身
体
の
清
潔
度
と
関
係
が
一
の
り
ま

も
多
い
の
で
す
。

㈲
男
柱
に
牲
病
の
あ
る
時
は
、
ガ
ン

の
発
生
率
が
多
い
。
宗
教
の
戒
律

で
滴
潔
を
保
っ
て
い
る
ユ
ダ
ヤ

教
、
回
教
徒
、
あ
る
い
は
婚
前
交

渉
、
婚
外
交
渉
を
厳
し
く
禁
じ
て

い
る
モ
ル
モ
ン
教
で
は
子
宮
ガ
ン

が
著
し
く
少
な
い
の
で
す
。

つ
ま
り
、
性
生
活
に
あ
る
種
皮
の
秩

序
を
も
ち
、
体
を
清
潔
に
し
、
一
方
男

性
は
品
行
方
正
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が

子
宮
ガ
ン
の
予
防
と
し
て
最
も
大
切
な

こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

積
　
議
書

子
宮
ガ
ン
の
予
防
　
㈲

折
尾
田
中
産
婦
人
科
　
田
中
壮
介
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7月上期の遠賀町主要行書
自国　行事内容i時　間i難会場 �����担当課名 �目的及び主な対象等 �詳　細 

車 �� � �0浅木公民館 �福祉練懐醗柴査サービス ��前号ちらし 7ページ 0役場玄関前 
ii老　人　検　診 ���9：30－11：3 �0老人憩の家 0尾崎公民館 �住　民　課 �瀾以上の人　幸一ジ 

高醒スポーツ教室巨00ー15：3棒ンタ ���社会教育課 � � 

4 �日 �第5回　軟式テニス大会 �9：00－16：00匡鰯 ��社会教育課 �町内在住高校生以上 �下段 

5 �月 �定　例　区　長　会　韻 �13：30－ �籍会議室I庶務課 ��各地区区長 � 

6 �火 �妊　婦雪＿卓二0－I役場保健室 ���住　民　課 �妊産婦 �7ベ一一ジ 

7 �水 � � �勤労者 体育センタ �社会教育課 �町内在住婦人 � 

9 10 �全 土 � � �勤労者 体育センタ �社会教育課 �町内在住60歳以上の人 � 

定例体＿撃覿全国一 ��中央公輔車会輔課l体調委員 ��� 

口　腔　衛生　境目濃　会 � �中央公民館 �1 住民課 �援護紫球譲惇ラ訂 

11 12 �日 月 �野外活動講習　会 � �役場前広場 第一武道場 �】社会教鞭 � �3ページ 

心　配　ご　と　相　談 � �公民館別館【福祉課 　　i �� � 

13 �火 �乳　　児　　相　　談 � � �住民課匡後7－12カ規 ��7ページ 

14 15 � ��9：30－ �役場 第2会議室 �福∴狙課匡覿 �� 勤労者 体育センター �社会散開車離婦人 �� 

中央公民館 �社会教育課 � �3ページ 

木l寿　大　学 �� �中央公民館年会教育課 �� 

⑥　老人医簾費受給者証を切り替えます　⑧

老人医療費受給者柾の切り替えを次の日種で実施します　i O印鑑

ので、受給資格者は必ず手続きを済ませて下さい。

＞日　時　昭和57年6月28日一30日　9時－16時30分

＞場　所　役場正面玄関入口

D詩参晶　○保険証（受給対象者の加入している保険証）

○現在お持ちの老人医藻証

○昭和57年1月2日以降転入した人は、本人、配偶者及び

扶糞義務者の56年分所得諦明番の源泉徴収票。

⑧　第5回軟式テニス大会が開かれます　⑥

＞主　腿∴町体育協会

＞主　管　町軟式庭球連盟

♭後　援　教育委員会

＞期　日　7月4日（日）

＞会　場　役場横広暢

D日　程　受　付　9時－9時45分

開会式10時

試合開始10時30分－

＞試合形式　予選リーグ、決勝トー
ナメント

＞選手資格　町内荏住の高校生以上

の者。

＞競技規則
○男・女共にダブルスで行う。

○試合は7セットマッチとする。


